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業績予想および期末配当予想の修正ならびに剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2021 年４月 14日に公表しました 2022 年２月期第２四半期（累計）ならびに通期

連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせします。 

また、当社は 2021 年９月 22 日開催の取締役会において、下記のとおり 2021 年８月 31日を基準日とする剰余

金の配当を実施することを決議するとともに、2022 年２月期の期末配当予想を修正いたしましたので、あわせて

お知らせします。 

記 

１．連結業績予想数値の修正について 

（１）2022 年２月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2021 年３月１日～2021 年８月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株あたり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 百万円 

42,000 

百万円 

1,500 

百万円 

1,500 

百万円 

1,500 

円 銭 

47.58 

今回発表予想（B） 43,100 2,800 3,200 2,800 88.81 

増減額（B-A） 1,100 1,300 1,700 1,300 ‐ 

増減率（％） 2.6 86.7 113.3 86.7 ‐ 

（ご参考）前期実績 

（2021 年２月期第２四半期） 

39,274 1,667 1,956 1,546 49.06 

（２）2022 年２月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年３月１日～2022 年２月 28日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 百万円 

84,000 

百万円 

2,500 

百万円 

3,000 

百万円 

2,500 

円 銭 

79.30 

今回発表予想（B） 85,000 4,000 4,500 4,000 126.84 

増減額（B-A） 1,000 1,500 1,500 1,500 ‐ 

増減率（％） 1.2 60.0 50.0 60.0 ‐ 

（ご参考）前期実績 

（2021 年２月期通期） 

82,255 3,740 4,779 3,946 125.20 

 



（３）修正の理由 

 当第２四半期連結累計期間の業績は、欧米を中心に想定以上に販売が好調に推移していることに加え、利益率

の改善が計画を上回って推移したことにより、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益が、い

ずれも当初予想を上回る見込みであることから、第２四半期連結累計期間の業績予想を上記のとおり修正するこ

とといたしました。 

今後の事業環境は、部材需給の逼迫や新型コロナウイルス感染症の再拡大等、不透明な状況が続くと見られま

すが、当社業績は当初予想よりも上回ることが見込まれることから、通期の連結業績予想も修正いたします。 

 なお、業績予想の前提となる第３四半期以降の為替レートにつきましては、当初の想定レート（米ドル 110 円、

ユーロ 125 円）からの変更はありません。 

 

２．剰余金の配当および期末配当予想について 

（１）中間配当の内容 

 決定額 

（2022 年２月期中間） 

直近の配当予想 

（2021 年４月 14 日） 

前期実績 

（2021 年２月期中間） 

基準日 2021 年８月 31日 同左 2020 年８月 31日 

１株当たり配当金 20 円 00 銭 10 円 00 銭 10 円 00 銭 

配当金総額 630 百万円 ― 315 百万円 

効力発生日 2021 年 11 月 12 日 ― 2020 年 11 月 11 日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

（２）配当予想の修正の内容 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2021 年４月 14 日発表） 

円 銭 

10.00 

円 銭 

15.00 

円 銭 

25.00 

今回修正予想 - 20.00 40.00 

当期実績（決定額） 20.00 - - 

前期実績（2021 年２月期） 10.00 30.00 40.00 

 

（３）修正の理由 

当社は、利益配分につきまして中期経営計画（2021 年２月期～2023 年２月期）で、連結配当性向 30％以上を

安定的に実現できる経営基盤の構築を目標に掲げております。 

この目標のもと、中間配当につきましては、2022 年２月期第２四半期の利益水準や財政状況を勘案し、１株

当たり 10円増配し、20円とすることにいたしました。 

また、期末配当につきましても、前述の連結業績予想の修正に記載したとおり、売上、利益ともに前回予想を

上回る見込みであることから、直近の予想から５円増配し、20円に修正いたします。これにより１株当たりの年

間配当金は、中間配当金 20 円と合わせ 40 円となります。 

 

（注）上記の予想は、公表時点で入手可能な情報に基づく当社の経営陣による将来の予測であり、潜在的なリス

クや不確定要素を含んだものです。そのためさまざまな要素により、記載された見通しと異なる結果とな

り得ることをご承知おきください。 

以 上 


